
校内共通のノート指導を活用した指導の充実

【 】春日部市教育委員会

１ 学校、学年、教科 小学校、全学年、国語・算数

２ ねらい 校内でノート指導の共通理解を図り、学び方の定着とともに指導の
充実に努める。

３ 取組内容

○ 校内共通のノート指導を活用した指導の充実
本校では 「読解力・思考力・表現力を育成する授業の創造」を研究テーマに、

国語科・算数科の２教科を中心に研修を推進している。
特に、国語科・算数科の学習では、それぞれ本校独自の学習ルール、ノート指

導の仕方を設定し、全職員で共通理解を図り進めている。
ノート指導は、学び方の確立や基礎学力の定着に向け大切なツールである。全

学年とも、児童一人一人が自分の考えを確実にノートにまとめられるように支援
する。

【国語科ノートのまとめ方学習プリント】※高学年用

このプリントを児童のノート貼り、

常に一人でも学べるようにする



【実際のノート】

４ 成果と課題

○独自の学習ルール、ノート指導の取組を進めることによって、全職員の指導の共
有化が図れるようになり、児童への個別の支援の方法がスムーズに行えるように
なった。

○教師の指示を待つのではなく、児童一人一人が見通しを持ち、自ら進んで学習に
取り組めるようになってきた （一人学びの定着）。

○１時間の授業が充実することにより、基礎学力の定着が進んだ。３つの達成目標
検証テストや全国学力学習状況調査、埼玉県学習状況調査でも取組の成果が結果
に表れてきている。

●今後は、他教科についても教科の特性にあった学習のルール、ノート指導の仕方
を設定し、幅広い基礎学力の定着を進めたい。また、家庭学習についても、校内
で共通理解をを図り、保護者にも積極的に情報提供を行い十分連携を深めながら
推進していきたい。

●基礎的な力の習得とともに、表現力の向上を目指した、ノート指導の仕方の検討
を進める。

算数科では、ノートのまとめ方だ

けでなく、自力解決の仕方や発表の

仕方についてのヒントも加え、一人

学びの充実を図っている。






